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研究成果の概要（和文）：本研究は，英語の授業で使いやすいリテリング手法を使ったスピーキングテスト
（Story Retelling Speaking Test：SRST）の開発を目的としたものである。研究成果として，まず，中学・高
校で使用できるようになってほしい文法項目を取り上げ，リテリングの中で無理なく使えるように，ストーリー
に入れる文法項目の数と手順を考案した。続いて，テキストの内容や長さ，難易度，設問の質などを変えること
によって，より高度な認知能力を測定できる要約バージョンのSRSTを開発した。そして，それぞれのバージョン
のルーブリックの妥当性と信頼性を検討した。最後に，音声認識技術を使った採点方法を提案した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop a practical speaking test (Story 
Retelling Speaking Test: SRST) for English classroom use. First, a target version SRST was 
developed, which junior and senior high school students can use to practice basic grammar items in a
 retelling task. To develop this type of SRST, we examined how many grammar items were to be 
included in a story and determined a procedure that students could use to incorporate the target 
grammar expressions naturally in their retellings. Second, we developed a summary version SRST that 
university students can use to practice higher-level cognitive abilities such as summarization by 
investigating the length and difficulty of a story and its retelling time. Third, we created rubrics
 for each version of the SRST and investigated their validity and reliability. Lastly, we also 
investigated to what extent word recognition technology can be utilized in scoring students’ 
speaking performance to supplement human scoring. 

研究分野： 英語教育，言語評価
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的・社会的意義として，まず，これまで文法練習で終わりがちになっていた学習活動を，学習指導要領でも
求められているように，発信能力の中で比較的簡単に実施・評価することができる独創的かつ妥当性・信頼性の
高いテストを開発したことである。そして，テスト実施後には，使用したテキストの中の模範表現や学習ポイン
トを示すことができ，開発した評価尺度を参照しながら，フィードバックしやすい方法を提案した。さらに，指
導する生徒のレベルに合ったテキストと付加タスクを定めれば，初級レベルから上級レベルのスピーキングテス
トとして利用することができる応用性の高いテストの枠組みを提供することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

中学校及び高等学校学習指導要領解説 (文部科学省, 2008, 2010) では，「聞く」，「読む」，「話

す」，「書く」の 4 技能を統合的に活用できるコミュニケーション能力の育成を目指すこと，及び

文法指導も「話す」，「書く」という言語活動と一体的に扱うことが強調されている。このように，

英語教育において，ますます，スピーキングやライティングの発信能力を加えた 4 技能のバラ

ンスの良い活動が求められている。 

この背景には，「平成 26 年度英語力調査（高校 3 年生）結果」(文部科学省，2015)の報告書

で，「話すこと」「書くこと」が，ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）の最下位レベル（A1）と

低く，教員が「聞いたり読んだりしたことについて，話し合ったり意見交換をする」（33.0％）

ことや「スピーチやプレゼンテーションをする」（28.0％）ことが少ないことが挙げられている。 

このような技能統合的活動，特にスピーキング評価に関して，高校教員からは，実施や採点に

あたる実用性に関する問題点以外に，(a)技能統合的スピーキングテストをどのように作成し

（17%），(b)評価すればよいのか（28%），また(c)どのようにすれば信頼性の高い評価尺度が作成

できるのか（23%）という，具体的な方法についての疑問や懸念の声がある（Murray et al, 2012)。 

 以上の動向を鑑み，次の 3点が重要であると思われる。(a) 学習した文法事項をスピーキング

活動に組み込んで評価できるテストを作成する。（b）発信能力，特に自分の考えをまとめて伝え

る力を育てる活動と評価方法を提案する。（c）教員の懸念事項に対処するために，妥当性，信頼

性，実用性の高い，技能統合的タスクとその評価方法を確立する。 

 

２．研究の目的 

本研究は，教師が授業の学習内容に合わせて手軽に活用できるスピーキングテストとその評

価尺度の研究開発を目的とする。この研究は，現在，日本の英語教育で求められている受容能力

と発信能力を統合して，英語を実際の場面で使用できるような活動及びその評価を目指すもの

である。具体的には，（1）聞くあるいは読むことから，話す技能を使う技能統合的テスト（スト

ーリー・リテリング・スピーキングテスト：SRSTと呼ぶ）にタスクを工夫して，学習した文法知

識，意見交換能力，要約能力を測定できるバージョンの SRST を開発する。そして，（2）それぞ

れのバージョンにあった SRST の評価尺度（ルーブリック）を築き上げることを目標とする。 

 

３．研究の方法 

研究は，次の手順で実施した。 

（1）まず，学習した文法事項をスピーキングの中で使えるような活動およびテストにするため

に，フォーカス・オン・フォームの理論に基づいて，ストーリーの中で焦点を当てた文法表現を

強調することで，注意を促すように作成した。その際に，文法項目は１つのストーリーにいくつ

入れるとよいか，あるいは異なる文法事項を入れた方がよいかを検討した。また，SRST 実施後

の評価では，教師評価と生徒評価の信頼性，ターゲット表現の観点と他の観点との関係，SRST

の評価と外部テストとの関係など様々な角度から SRST の妥当性と信頼性を調査した。 

（2）リテリング後にさらに即興的な自由発話の力も必要であることから，一人で意見を述べる

SRST の基本バージョンと，すぐにペアになって意見交換することでインタラクション能力を測

定する SRST 意見交換バージョンを検討し，SRST の一連の手順が問題なくできるかをさまざ

まなレベルの学習者に行ってもらった。 



（3）続いて，口頭要約および筆記要約をする SRST のバージョンの開発に取り組んだ。要約を

するためにはストーリーの部分を長くする必要があり，ストーリーの長さとその後の口頭要約

時間の長さのバランスを検討した。さらに，口頭要約と，十分にストーリーを見ながら筆記要約

させる場合との質や言い換え表現の違いなどを比較調査し，それぞれ別々のルーブリックを開

発した。 

（4）最後に，パフォーマンスを書き起こしての自動採点がどの程度可能か通常の採点の方法と

比較した。その後，書き起こさないで評価するための自動採点方法を検討した。 

（5）これらの研究の成果を論文にまとめた。作成した実際の SRST とルーブリックは今後，公

表する予定である。 

 

４．研究成果 

本研究はリテリング活動を利用することで，さまざまな内容に関して，コミュニケーショ

ンの場で使える力を鍛え，それを評価できるテストを開発することを目指した。研究成果と

しては，次のような点が挙げられる。 

（1）中学や高等学校の英語の授業で学習した文法事項や表現などを，リテリング活動の中で使

えるかを評価するスピーキングテスト（SRST）のターゲットバージョンを開発した。開発にあ

たっては，いくつかの実証研究を行った。まず，動名詞を目的語に取る動詞（stop ~ing; enjoy 

~ing など）をターゲット文法として設定し，ストーリーの中に 4 つのターゲット表現を入れて，

CEFR A1からB1レベルの英語学習者にSRSTを行った。その結果から次のような示唆を得た。

①平均して２つのターゲット文法項目をリテリングの中で使えることから，3 つが適当で，多く

て４つの項目を一つのストーリーに入れるのが適度な数であること，②一週間後の遅延テスト

で有意に結果が変わらないことから，1 回目の SRST の後に，元のストーリーを見て練習をする

などの振り返りが大切であること，③ターゲット項目の評価は，「少し」「ほとんど」などの曖昧

な言葉ではなく，正しく使えたターゲット項目数で評価するほうが妥当であること，そして，④

学習者同士の相互評価で行うと評価が 1 ポイント甘くなり，正しく使えているかは別として，

その動詞を使っていれば得点をあげてしまう傾向があることなど，実施および評価に関して重

要な点を明らかにすることができた（藤田・平井, 2019）。  

（2）続いて，SRST のターゲット項目以外の評価観点に関しても，電話で受験できる市販のス

ピーキングテスト (Telephone Standard Speaking Test: TSST)と比較研究を行った。その結果

から次のような知見を得た。①SRST と TSST の相関 (r = .74)が十分高く，SRST が十分にス

ピーキングテストとして利用可能なことを実証できた。②SRST の観点別の中で，TSST のタス

クと似た観点（意見観点）が最も相関が高く，SRST の妥当性が検証できた。③学習者どうしの

相互評価の意見観点と TSST の相関，教師評価の意見観点との相関ともに十分高く，意見観点

に関しては，相互評価を利用することも可能であることが示唆された。 

以上の一連の結果から，教師が文法・語彙などの言語の正確性，生徒が意見などの内容部分を

評価するなど，観点を分担して評価することを提案することができた(Hirai & Yokouchi, 2019)。 

（3）次に，SRST とテキストの内容や長さ，難易度，設問の質などを変えることによって，よ

り高度な認知能力を測定できる SRST の要約バージョンを開発した。開発にあたっては，スト

ーリーの長さと口頭要約に与える時間の設定を調査し，妥当な範囲を決定した。筆記要約に関し

ては，新たに，ストーリーの長さと要約の長さによって，質が異なり，使用するルーブリックを

さらに検討する必要があることがわかった。 

（4）最後に，いくつかの SRST のバージョンが整ったので，評価の妥当性だけではなく，信頼



性とより実用性の高い採点方法を探るために，自動採点の研究を行った。SRST のパフォーマン

スを書き起こしたものを 5 つの指標を使った自動採点と，音声データを人間（英語母語話者と

英語非母語話者）が採点した得点を比較した。その研究結果から次のような知見を得た。①流暢

さ（word per minute）が最もパフォーマンスを分ける重要な指標であること，②機械と人間の

採点結果の相関 (sr = .52)は，母語話者と非母語話者の人間同士の相関（sr = .70）よりも低いこ

と，③人間同士の採点と比較すると高くはないが，自動採点を補助的に使用できる可能性はある

こと，④自動採点のみで行うのであれば 5 つの指標をさらに見直す必要があることを結論付け

た (Hirai, Kondo, & Fujita, 2020)。 

（5）自動採点に関しては，パフォーマンスを書き起こす必要があったため，音声認識ソフトを

利用することを検討した。特に，ルーブリックでは発音の向上は評価しづらく，発音に関して，

個別のフィードバックできる質が担保できるかに焦点を当てた。無料で使用できる音声書き起

こしツール（Google Doc’s Voice typing, Apple’s Dictation, Windows 10 Dictation など）を

5 種類選定し，学習者のリテリングなどの発話をどの程度正確に書き起こせるか，また，個

別の発音の問題をどの程度特定できるかを調査した。その結果，音声ソフトの種類にもよる

が，50%－70%で正しく書き起こすことができ，書き起こせなかった単語から，診断的に発

音のフィードバックを行うことができることを突き止めた（Kovalyova & Hirai, 2020）。 

 以上の研究によって，英語教育の分野において貢献できるさまざまな知見を得ることができ

た。今後は，SRSTのバリエーションを公開し，広く使用できるようにする予定である。 
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